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　私たちは日常生活や社会経済活動において、
日々、二酸化炭素などの温室効果ガスを大量に排
出しています。これに伴い、近年、世界中で地表
温度が上昇し異常気象が頻発しています。豪雨等
による自然災害や猛暑による健康被害、農林水産
資源への影響など、人類だけでなく地球上の全て
の生きものがそのリスクにさらされています。

　世界は地球温暖化対策に取り組んでいますが、
現状のままの取り組みでは、今世紀後半には気温
が２℃以上上昇し、より一層地球上の生態系に悪
影響を及ぼすとみられています。
　将来予想される気候危機を回避するためには、
二酸化炭素の累積排出量を抑制し、少なくとも排
出量を実質ゼロにする必要があります。

　津市はこれまで、地球温暖化対策のためのさまざまな取り組みを実施してきました。
そして８月19日、地域の未来に責任を果たすべく「津市地域脱炭素」を宣言しました。
　津市では、これまでの地球温暖化対策の取り組みに加え、今年度から地域脱炭素推進
事業として、石油や石炭などの炭素由来の生活からの転換や、再生可能エネルギーやリ
サイクル資源の活用、森林の整備などを推進する事業を展開していきます。市民や事業
者、団体の皆さんと協働して脱炭素社会の実現を目指します。

　「カーボンニュートラル」とは、地球温暖化の
原因となる二酸化炭素(CO2)の排出量と吸収量を均
衡させ、実質ゼロにすることです。令和２年10
月、国は2050年までに温室効果ガスの排出量実質
ゼロの実現を目指す「2050年カーボンニュートラ
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ル」を表明し、地球温暖化対策のさらなる強化
を、地方自治体や企業などに求めました。
　津市でも美しい自然と都市機能が共存するまち
を次世代に引き継ぐために、「地域脱炭素」を推
進していきます。

津市長による
地域脱炭素
宣言

　８月19日、津市は右記の３企業と「カー
ボンニュートラルの実現に向けたプラス
チック資源循環の推進に関するパートナー
シップ協定」を締結しました。
　４者による「ボトル toボトル」で、家庭
から年間で排出される使用済みペットボトル
約600ｔが、約2,500万本のペットボトル
(500ml)に生まれ変わります。これにより、

原油からペットボト
ルを生成する場合に
比べ約63％の二酸
化炭素排出量の削減
が見込めます。
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具体的なアクションによって脱炭素社会を実現していきます！

キャップ・ラベル
をはがし、中を
すすいでね

動画でチェック

CO２を排出する量 CO２を吸収する量
ゼロ

0

使用済みペットボトルを再びペットボトルとして
水平リサイクルする「ボトル toボトル」を展開

　 具体的な
  アクション#1

・新エネ補助事業による普及促進
・白銀跡地へのメガソーラー誘致
・西部焼却施設サーマルリサイクル
・バイオマス発電の推進　など

・環境に配慮した再エネ設備の導入促進
・イノベーションにより社会実装される再エネ
　の活用 ( 水素、アンモニア、メタン）　
・蓄電設備の導入促進　など

・資源循環と３Ｒの推進
・地産地消の推進　　　　　　　
・グリーンカーテンの推進　など

・資源循環に関する新技術の活用
・ＺＥＨ( ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス )
　等の推進
・エネルギーの地産地消の拡大　など

・森林の整備促進
・森林環境譲与税を活用した森林整備
・炭素貯留を目的とした木造建築物の建築促進
・事業所等から出る CO２の利用・貯留 (CCUS)
・木材の利用促進　など
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